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その後、特許権を取得したこともありNETISにも登録され、国内では高速道路管理会社
に2台納入され、その他工事業者への販売実績も増え始め、海外では東南アジアへは8台
納入されました。今後、国内および東南アジアの各道路整備局に販売拡大する計画があ
り、世界に通じる企業の強みを生かしたオープン・クローズ戦略で事業展開での支援を
予定しています。更に東南アジア以外の国からも問い合わせが来るなど今後の事業展開
に期待が持てます。
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